
 

先月の活動（２月）                           今月の活動予定（３月） 

         

 

 

●日本語教室の(Ｍ)は定例ミーティング 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２/７ ２/１４ ２/２８ 

学習者 ２１人 １７人 ２５人 

スタッフ ２１人 ２１人 2２人 

日本語教室  ２/７（Ｍ）  ２/１４   ２/２８  (３回) 

９日（土） パーティ係会議 

１４日（土） パーティ係会議 

２２日（日） ＢＮＮ日本語ボランティア交流会 

ＢＮＮ代表者会議 （恩地・福井） 

２８日（土）パーティ合唱練習 

                                        

中
川
先
生
の
へ
ん
て
こ
日
本
語 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

期
日
前
投
票 

先
般
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
「期
日
前
投
票
」が
し
き
り
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
は
た

し
て
「期
日
前
」は
「き
じ
つ
ぜ
ん
」か
、
あ
る
い
は
「き
じ
つ
ま
え
」が
正
し
い
の
か
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
聴
い
て
い
る
と
、
「～
ぜ
ん
」と
言
っ
た
り
「～
ま
え
」と
言
っ
た
り
。
局
番
に
よ
っ
て
異
な

る
の
か
と
思
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
な
ど
を
聴
き
比
べ
て
み
た
が
、
キ
ャ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち

で
、
問
題
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
筆
者
と
同
じ
疑
問
を
持
つ
人
は
い
る
も
の
で
、
あ
る
タ
レ
ン
ト

が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
質
問
し
て
い
た
。
行
政
用
語
で
は
「～
ぜ
ん
」で
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
聴
き
取
り

や
す
く
す
る
た
め
に
「～
ま
え
」を
使
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
同
様
に
「就
学
前
教
育
」も
「し
ゅ
う
が

く
ま
え
～
」と
読
む
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
政
治
家
が
よ
く
「今
年
末
を
も
く
と
に
」な
ど
と
答
弁
す

る
の
で
、
「こ
の
人
、
漢
字
の
読
み
方
、
知
ら
な
い
の
か
。
『め
ど
』じ
ゃ
な
い
の
か
。
」と
思
っ
て
い
た
が
、

ど
う
や
ら
文
化
庁
に
よ
る
と
、
音
訓
の
規
則
上
「も
く
と
」が
正
し
く
、
新
聞
で
は
「目
途
」は
「め
ど
」と

は
読
む
ル
ー
ル
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
ひ
ら
が
な
表
記
を
用
い
る
そ
う
で
あ
る
。
政
治
行
政
に
は
、

ど
う
や
ら
お
役
所
言
葉
が
あ
る
よ
う
だ
。
お
役
所
で
は
な
い
が
、
業
界
用
語
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
宿

泊
予
約
を
す
る
と
、
「１
泊
、
２
泊
」を
「ひ
と
は
く
、
ふ
た
は
く
」と
呼
は
れ
る
。
電
話
で
ホ
テ
ル
を
予

約
す
る
際
に
、
「ふ
た
は
く
お
願
い
し
ま
す
」な
ど
と
言
っ
て
み
た
が
、
な
ん
だ
か
身
に
合
わ
ず
、
恥
ず

か
し
い
気
が
し
た
、
こ
ん
な
お
か
し
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
は
、
日
本
語
教
師
の
職
業
病
だ
ろ
う

か
。
日
本
語
使
用
に
長
け
た
日
本
語
教
師
は
、
前
途
洋
々
で
あ
る
。
今
回
も
、
期
日
前
に
原
稿
が
送
れ

て
よ
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

国
際
教
育
企
画
顧
問 

中
川
良
雄 

 〈入会〉 永富 ちこ 

 〈退会〉なし   〈休会〉 なし 

日本語教室  ３/７（Ｍ）  ３/1４  ３/２８  (３回) 

         ※３/２１は教室開放日です。 

３/ ３（火） ひととまちのみらいをつくるカレッジ（堂腰） 

３/１４（土）  ひとまちキラリ成果発表会（恩地） 

３/１４・２８(土) パーティ合唱練習 

３/２２（日）  ＢＮＮ幹事引継ぎ会議（恩地 田中 福井） 
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ケ
ン
ジ
さ
ん
の
俳
句 

編集後記 オリーブの春のパーティーも間近に。担当者の準備

も回を重ね、期待に胸が膨らみます。合唱練習もはじまりまし

た。伊吹さんの名指導に歌い始めてみたけど、声をそろえるとな

ると、これがなかなかなかなかむずかしい！家で口ずさんでいた

ら、猫の「なんだよ、それ」という冷たい視線。いや、きっとこ

れから楽しくなるさと楽観。それにしても「合唱部」と名づけら

れたからにはこれから度々歌うのかしら？それは初回の成功にか

かっているかな。まあ、たのしくやろう 合唱部！（フクイ） 

オルトレップ・マキ 

マルセロ （ブラジル） 永富 ちこ さん 

はじめまして！ 

「わかったよ！」「できたよ！」

の瞬間を一緒に喜びたいと思い

ます。私の知らない世界をたく

さん教えてもらいたいです。 

ご縁に感謝！！  

ハットリ・ルカス・シンジ 

（ブラジル） 

新しいなかまを紹介します 

バンショウ・ユルリ 

マルミ （ブラジル） 

（ベトナム） 

バンショウ・マキ 

ペドロ イチロ （ブラジル） 

マルセロ （ブラジル） 

オリーブ合唱部 発動！ 

草津市国際交流協会主催の講

演会の案内です。講師はプリント

配線板製造会社の経営者で、外国

人材活用についてもお話が聞け

るようです。 

興味のある方はどうぞ。 

奥
能
登
の
ひ
と
ひ
ら
と
落
つ
山
桜 

会員の動き （２月） 

 

http://www.ne.jp/asahi/olive/kusatsu


「R7年度日本語学習支援者セミナースキルアップ編」参加報告                  

          講師 滋賀県地域日本語教育推進事業 主任地域日本語教育コーディネーター 片平協子氏   

 

第一回 「～ている」と「～てある」の違いを考えよう 2025/11/24 

 母語として日本語を使っている私たちが気づかない「窓が開いている」「窓が開けてある」「車がとまっている」「車がとめて

ある」などを例に、微妙な意味の違いを考え、なぜ学習者さんたちが理解できないのか、難しく感じるのか、その気持ちを学

び、学習支援者である私たちは、日本語と学習者さんたちの母（国）語との考え方の違いや文法的にも異文化であることを理

解し、わかりやすい言葉で説明し、使い分けられる練習、「習う」より「慣れろ」を優先することが必要だと教わりました。 

中国出身の男性の経験談もお聞きしました。 

 

第二回 「くらしの日本語 in しが」の活用法① 2026/ 1/25   

 「くらしの日本語 inしが」を配布して頂き、有効な利用の仕方を学びました。 

日本語教育の学習枠の三つの理念、「日本語学習者を社会の一員として日本語を使って様々な社会的な活動に参加していく存

在として捉えること」「日本語を使って『できること can do』に注目すること」「多様な日本語使用を尊重すること」の説明

がありました。（日本語能力試験の学習、合格のみにとらわれるのではなく） 

  また、学習者さんたちが安全な生活を送るために、「アレルギー」や「宗教で禁止されている食」のことを伝える言葉「～

はだめです」など、即ち生きていくのに本当に必要な言葉を、テキストや文法に関係なく最初の段階で教えることが大切なこ

とだと再確認しました。講座の終わりに「学習者と支援者は対等の立場」だと強く話されました。 

 

第3回「くらしの日本語 inしが」の活用法② ２０２６/ 2/11 

  CEFRの日本語版・「日本語教育の参照枠」についての説明がありました。 

「くらしが」を使って、2回目の講座でも学んだテキストや文法習得にこだわることなく、学習者を社会的存在（学んだ言語

を用いて社会に参加し、より良い人生を歩もうする存在）として捉え、生活するのに必要な言葉（生活Can do）から学習す

る方法を丁寧に説明してくださいました。（「日本語教育の参照枠」を知る） 

もちろん、文法の重要性にも言及され、「知識としての必要性」「言語の能力を高めるための必要性」を踏まえたうえで、「無

理に教える必要はないが、やりたい人にブレーキをかける必要もない」と。 

「文法を知りたいという声」に対しては、動詞表（「くらしが」P.52,53）全体をともに眺め、学習者が理解したいこと、

確認したいこと、覚えたい形などを、「教える」のではなく学習者自身が「気づく」サポートをする、「自身で気づくこと」が

「しっかり覚えること」になるとのアドバイスを頂きました。 

 最後に＜学習者と支援者の関係＞を再度確認。その中で「教えること、学ぶことが共に楽しい関係で

あってほしい」と、「互いの存在を認め助け合う」「共に生きがいを感じ協調できる」ことを強調された

ように思います。 

  

 

 

＜感想＞ 

オリーブの活動に参加させていただき、ようやく2年半。まだわかってないことがわかっていない状態です。 

このセミナーに参加させていただき、来日したばかりで言葉の全くわからない学習者さんたちにまず学習してもらうのは、

「生活するための言葉」であることを強く再確認しました。また、学習が進んで日本語の文法を理解していても、母（国）語

に存在しない文法の表現については発語しづらいことも知りました。今後、学習を進めていくために心しなければならないと

思います。これからも同じ社会の生活者である学習者さんたちと、互いに学び合い、存在を認め合って、草津で、滋賀県で、

日本で、生活者として来日される方々がより快適に過ごせるお手伝いができれば何よりだと思っています。（ 堂腰清美 ） 

 

 
歴史的遺産、自然の美しさ、そして食文化       エヴァン・ウェリアナ 

私は4年前技能実習生として､日本に来ました。インドネシアのチュ部ジャワのテ

ガルに生まれました。中部ジャワはジャワ島に位置し、東ジャワと西ジャワの2つの

州に挟まれています。 

中部ジャワには古代の歴史的遺構が数多く存在します。例えばボロブドゥール、ラ

ワン・セウ、プランバナン寺院など、他にも数多くの遺跡があります。 

 

ボロブドゥールの壮大さは、現地文化と8～9世紀にインドネシアで急速に

発展した大乗仏教の影響との調和を反映しています。壁面を飾るレリーフに

は、様々な道徳的教訓、仏陀の生涯の物語、そして古代ジャワ社会の生活様相

が描かれています。 

 ボロブドゥールは仏教徒が仏陀の教えを理解するための教育の中心地でも

あり、意味深いレリーフを通じてその教えを伝えています。その独特さと卓越

性により、ボロブドゥール寺院は 1991年よりユネスコの世界遺産として認定

されています。 

 

中部ジャワにも非常に高い山があり、スラメ

ット山と呼ばれています。この山はジャワ島で

2番目に高く、標高3,432メートルです。雪がぜ

んぜん降らないけど、気温は5度ぐらいです。 

「スラメト」は「安全」という意味です。なぜそう呼

ばれるのかというと、地域の人々は、その名前が周

囲のコミュニティに祈りと安全をもたらすと信じて

いるからです。伝説によれば、スラメト山が噴火す

るとジャワ島を二つに分裂させるといわれていま

す。 

 

また、この山は硫黄温泉を湧出して

おり、グチ温泉という観光地としても

知られています。グチはいい所です。 

温泉やホテルやお店などがあります。

週末に人が多すぎるので、道も混ん

でいます。 

去年、私は帰国して､家族とグチに旅行に行きました。ホテルで泊まって､温泉に入

って､美味しい食べ物を食べました。スラメト山の中部ジャワ、特にテガルでは、山羊

のサテという名物料理があります。山羊のサテは、肉が柔らかく食べやすいことか

ら、多くの人々に好まれています。通常、醤油ベースのサンバルと共に食べます。 

インドネシアを訪れる際は、ぜひボロブドゥール寺院や温泉を訪れたり、山羊のサ

テを味わったりしてみてください。 

 

「くらしの日本語 in しが」はオリーブ書架に

１冊見本があります。教室で使う場合は滋賀

県のＨＰからダウンロードできます。 

（配布、販売はしていないそうです） 

私の地元自慢 ♯５ 


